
資料３

消費者教育の体系シート　－ライフステージに応じた領域別目標－

◆消費者教育の理念 ： 「自立した消費者」をめざして

目標①： 消費生活に関して、自ら進んで必要な知識を修得し、必要な情報を収集する等自主的かつ合理的に行動できる消費者の育成

目標②： 消費生活に関して、環境の保全及び知的財産権等の適正な保護に配慮する消費者の育成

① ① ① ①

② ② ② ②

③ ③ ③ ③

④

高 齢 期

【備　考】 （１）本体系シートは、消費者教育の全体像、体系的関係が見通せるように、対象領域ごとのライフステージに応じた消費者教育の目標を示したものです。

（２）消費者教育では、消費生活に関わる実践力を身につける必要があることから、「～できる」といった実践的な目標を掲げています。

（３）ライフステージに応じて、「身の回りの商品」「日用の商品」「日常および社会生活の中で利用する商品」などとしているのは、消費者としての発達、消費生活で接する商品の広がりを踏まえて表現したものです。

（４）高齢期を四角で囲っているのは、社会人期の中でも特に高齢者に対して設けた目標を示しているためです。

少 年 期
（中学・高校生）

成 人 期

幼児期

トラブルにあったときに適切な対処ができるとともに、安心して契約・取引がで
きる社会を目指し、協力して必要な取り組みができる。

商品の使用・廃棄段階において、物を大切にするとともに、消
費生活が環境に及ぼす影響を認識し、適切な対処ができる。

安全に暮らせる社会を目指し、消費者の安全を確保するために協力し
て取り組むことができる。

児 童 期
（小学生）

商品（食品を含む）の安全性等に関する情報を確認し、生命･健康へ
の影響に配慮して、商品を選択・利用できる。

商品の購入段階において、商品の環境に関する情報を確認
し、環境への影響に配慮した商品を選択できる。

自己の必要性を満たすために、適切に判断し、合理的な選択ができる。

安　全

情報通信を消費生活の向上に役立てることができる。

契約 ・ 取引 情　報 環　境

持続可能な社会を目指し、消費生活に関わる環境保全の取り
組みに協力して取り組むことができる。

商品による事故・危害に適切な対処ができる。

契約の意味・内容や契約上の権利と義務を理解し、契約を誠実に履行でき
る。

家計を適切に管理し、合理的な生活設計やお金の使い方ができる。

知的財産権に配慮して、他人の創作物などを利用できる。

個人情報を適切に管理し、自他の権利や利益に配慮して情
報通信を適切に活用できる。

④契約・取引のトラブ
ルが生じたときに、消
費者のための法律・制
度を活用したり、相談
機関に相談することが
できるとともに、安心し
て契約・取引できる社
会を目指し協力して必
要な取り組みができ
る。

④契約・取引で心配や
不安があるときに、身
近な人に相談したり、
高齢者支援のための
制度や組織を利用でき

②情報の収集・発信の
際に起こる問題や解決
方法などを理解して、
個人情報を適切に管
理し、自他の権利や利
益に配慮して情報通信
を適切に活用できる。

②個人情報の流出によ
る被害や社会的責任を
自覚し、個人情報を適
切に管理するとともに、
情報の収集・発信の際
に起こる問題や解決方
法などを理解し、自他
の権利や利益に配慮し
て情報通信を適切に活
用できる。また、安心し
て情報通信が利用でき
るように社会に働きか
けていくことができる。

②心身の状況に応じ
て、個人情報を守り、自
他の権利や利益に配慮
して情報通信を適切に
活用できる。

①日用の商品のマーク
や品質表示などの意
味を理解し、環境に配
慮した商品を選ぶこと
ができる。

②消費生活が環境に
及ぼす影響を理解し、
日用の商品の使用・廃
棄について適切な対処
ができる。

②日常及び社会生活
の中で利用する物につ
いて、使用・廃棄につ
いて適切な対処ができ
る。

②商品の使用・廃棄段
階に関わり環境への影
響に配慮して新しく制
定された社会的なルー
ルなどを理解し、商品
の使用・廃棄について
適切な対処ができる。

③契約の意味と基本
的なルールや法律・制
度等（契約当事者とし
ての権利と義務等）を
理解し、契約の内容を
十分確認した上で契約
ができるとともに、契約
したことを誠実に履行
することができる。

③契約する際に、契約
の内容をよく確認した
上で契約することがで
きる。

③知的財産権を守った
商品を購入することに
より、正規商品の提供
者を支持し、不正商品
を市場から排除する取
り組みに協力できる。

③これまでの経験・知
恵を知的財産として活
かすことができる。

②家計の支払い能力
や将来の生活を考え
て、貯蓄や保険、クレ
ジット（ローン）を適切
に利用することができ
る。また、リスクとリター
ンを考慮して金融商品
を選ぶことができる。

②自らの年金や資産
の状況を把握して、家
計運営に活かすことが
できる。

④契約・取引のトラブ
ルにあったときに、消
費者ための法律・制度
を活用したり、身近な
人や相談機関に相談
することができる。

①情報通信の利便性
を理解し、情報の収
集・発信などの際に情
報通信を適切に活用で
きる。

③作品や商品には知
的財産権があり、法律
で保護されていること
を理解し、知的財産権
に配慮して他人の創作
物などを利用できる。

②家計や将来の生活
を考えて、買い物の購
入計画を立てたり、貯
金などを有効に活用で
きる。

③契約の意味と基本
的なルールや仕組み
（契約当事者としての
権利と義務等）を理解
し、適切な消費行動が
できる。

①身の回りの商品を買
うときに、必要性を考え
た上で、価格や品質を
比較することができる。

①欲しい物を手に入れ
たり、やりたいことをす
るときに、よく考えるこ
とができる。

②情報通信を活用する
際に、自分や身近な人
の情報を大切にするこ
となどの配慮ができ
る。

③独創性や人のアイ
ディアを尊重することが
できる。

②知らない人には自分
や家族の情報を話さな
いようにすることができ
る。

①身近な人に環境マー
クなど環境に関する情
報を聞くことができる。

①日常および社会生
活の中で利用する商品
のマークや品質表示な
どを理解し、環境に配
慮した商品を選ぶこと
ができる。

①環境に関する新たな
マークや表示等に関心
をもち、商品の選択に
利用することができる。

①身の回りの商品に、
環境に関するマークな
どの情報があることに
に気づくことができる。

①自己の必要性や所
得を考慮し、選択肢の
費用と効果を検討して
選択することができる。

①自己の判断・選択で
の不安に備えて、身近
な人の協力が得られる
ようにしておくことがで
きる。

②自分の消費生活が
環境に影響を及ぼすこ
とに気づき、身の回り
の商品の使用・廃棄に
ついて適切な対処がで
きる。

③国内や国際的・地球
規模の環境問題と消
費生活との関連に関心
をもち、それらに関わる
環境保全活動に参加・
協力できる。

③次世代へのつながり
を考慮し、環境問題に
対する社会的な取り組
みとしての活動に参
加・協力できる。

③環境保全に関する
生活上の知恵や工夫
を次世代に伝えること
ができる。

①日用の商品を買うと
きに、必要性や価格・
品質などを比較検討し
て選択できる。

②小遣いを家族と相談
して計画的に使うこと
ができる。

③約束や社会のきまり
を守ることができる。

②先の事も考えてがま
んをすることができる。

①情報の収集などの
際に情報通信を適切に
活用できる。

③身の回りで取り組ま
れている環境保全活動
の方法を話し合ったり、
参加したりすることがで
きる。

③約束や決まり事を守
る習慣が身につく。

領域別の
目標

ライフ
ステージ

④身の回りの物に関す
る不安や心配ごとを身
近な人に伝えることが
できる。

④身の回りの商品の購
入で不安になったとき
は、身近な人に説明
し、解決方法を相談で
きる。

③保護者と一緒に環境
保全に関わる地域の
活動などに参加でき
る。

①情報通信の利便性
を広く日常生活のなか
で理解し、情報の収
集・発信、商品の購
入、契約・取引などの
際に情報通信を適切に
活用できる。

①心身の状況に応じ
て、情報通信を活用し
て商品の購入等ができ
る。

①日用の商品のマーク
や品質表示などの意味
を理解して、集めた情報
の中から、安全な商品
を選び適切な取り扱い
ができる。

②日用の商品による事
故・危害に応じた相談
機関を利用できる。

②商品の欠陥等で事
故・危害にあったとき
に、被害救済の制度・
機関を活用できる。

②商品による事故・危
害を身近な人に相談で
きる。

②身の回りの商品の被
害を身近な人に説明で
きる。

①商品を安全に扱うた
めの基本的なきまりを
守ることができる。
また、身の回りの商品
の安全に関するマーク
や品質表示に気づくこと
ができる。

①日常および社会生活
の中で利用する商品の
安全性に関する情報を
集めることにより、安全
な商品を選んで使うこと
ができる。

①心身の状況に応じ
て、安全な商品を選ん
で使うことができる。

①安全な物を選んで正
しく使えるように、身近
な人に聞くことができ
る。

③商品の安全性、消費
者の安全を確保するた
めの取り組みを知り、
法律や制度に関心をも
つことができる。

②身近な人に怪我や
痛みを伝えることがで
きる。

③自分や友人の作品
を大切にすることがで
きる。

②身近にあるものの使
い方や捨て方につい
て、身近な人から教
わったり聞いたりするこ
とができる。

③安全な商品が提供さ
れるように社会に働き
かけていくことができ
る。

③心身の状況に配慮し
た安全な商品を提供す
る取り組みに協力でき
る。


